四日 は程ケ 谷、 戸越 を 越して、 四つ (午前 十 時) を 過 

ぎ る 頃に この 藤 沢 へ 行き着いて、 この 掛 茶屋に ひと 休 

みして いるので あった。 

「なんだか 空合いが おかしく なって 来たな ごと、 四郎 

兵衛は 空 を 仰ぎな が ら 言 つ た 。 

「そうね え ご と、 お 杉 も 覚束な そうに 空 をみ あげた。 

「渡し へ かかつ たころ に 降り出され ると 困る ねえ ご 

「このごろの 天気 癖で、 時 どきに 曇リ ますが、 降る ほ 

どの 事 も ございます まいご と、 茶屋の 女房 は 言った。 

「きのう 江戸 を 出る とき はいい 天気で、 道中 はもう 暑 

かろうな どと 言って いたの だが、 けさ は 曇って 薄ら寒 



どまった。 

「まあ、 どうぞ こちらへ …… ご と、 人び とに たすけら 

れて四 郎兵衛 は 元の 店へ はいった。 

「ええ、 お放しよ。 放さない かご 

かれは 義助を 突きの けて、 四 郎兵衛 の あと を 追おう 

とする の を、 駕籠 屋四人 もさえ ぎった。 大勢に 邪魔 さ 

れて、 じれに 焦れた かれは、 わが 手に 残って いる 貝殻 

を 四 郎兵衛 のうしろ から 投げ付け ると、 狙い は 狂って 

その そばに うろうろして いるお 杉の 右の 頰 にあた つた _ 

あっとい つ て 顔 を 押える 母の 眼の 下から も 血が にじみ 

出した。 



「まあ、 静かに しても 判る だろう ご 

「ええ、 判らない からこう する の だ。 ええ、 うるさい _ 

お放しと いうのに …… ご 

かれの 手に はま だ 一 つの 貝殻が 残って いる。 これ を 

つかんだ ままで 強く 払いの ける と、 その 貝殼が 顔に あ 

たって 目 をぶ たれた か、 鼻 をぶ たれた か、 義助も 顔 を 

おさえて 立ちす くんで しまった。 こうな つて は 容赦 は 

できない。 駕籠 屋四人 は 腕ず くで お 安 を 取 押えて、 無 

理に となりの 店へ 引摺 つて 行った。 

義助も 右の 頰を 傷つ けられた ので ある。 気違いの よ 

うな 女に 襲われて、 四 郎兵衛 は 二 力 所、 お 杉と 義助は 



「わたし は 講中の 人た ちと 一 緒に きのう 来ました ごと、 

庄 五郎 も 笑いながら 〔# 「笑いながら」 は 底本で は 「笑い 

なから 匕 言った。 「さっき この 宿へ はいるう しろ 姿が、 

どうもお 前さん 方ら し いので、 尋ねて 来て みたら や つ 

ばりそう でした ご 

ひる 

「わたし 達 は 神奈川 をけ さ 発って、 お 午 ごろに 参り ま 

した ご 

「それじゃ あ 誘い合せ て 来れば よかった ご と、 言いな 

がら 庄 五郎 は 少し 眉 を 皺め た。 「おかみさん といい、 

義 助さん といい、 みんな 揃って 怪我 をして いなさる よ 

うだが、 途中で どうかし なすった かご 



「それ もそう です ねえ ご と、 お 杉 はうな ずいた。 

庄 五郎の 宿 は 近所の 恵比寿 屋 であると いうので、 帰 

ると きに 義助は 傘 を さして 送って 出た。 今までの 混雑 

に 引換えて、 雨の 降りしきる 往来に 人通り は 少な かつ 

た。 義助は あるきながら そっと 訊いた。 

「藤 沢の 女 はまった く 気違いで しょうか。 それとも 何 

か 子細が あるので しょうか ご 

さっきから 庄 五郎の 顔色と 口振りと を 窺って、 義助 

は 彼が 何 かの子 細 を 知ってい るので はない かと 疑った 

からで ある。 果して 庄 五郎 は 小声で 言った。 

サんま J 

「おまえ は 知らない か。 その 女 は 三十 間 堀の 喜 多屋と 



「おまえ、 行って 御覧よ ご と、 お 杉 は あわてて 言った _ 

たま 

もう 堪らなく なって、 義助は 梯子 を龃 けおりて 行く 

と、 一 人の 女が 宿屋の 若い者ら に 押し すくめられて、 

表へ 突き出されて いるので あった。 距離が 遠い ので 確 

かに は 判らなかった が、 その 女のう しろ 姿 は 藤 沢のお 

安らし かった。 かれは 表へ 突き出されて、 降りしきる 

雨の なかに 姿を消した。 

四 郎兵衛 は 腫れ あがった 顔 を 蒼く して、 二階 座敷へ 

戻って 来た。 

夕飯の 膳が 運び出され たが、 彼は碌 ろくに 箸 を 執ら 

なかった。 何 をき いても 確かな 返事 をし なかった。 



「お前 は あの 女に 係 合いであった のかえ ご と、 お 杉 は 

待ち かねた ように 訊いた。 

「いえ、 そういう 事なら 又 何とかなります が …… ご 

四 郎兵衛 の 低い 溜息の 声 を 打消す ように、 夜の 海の 

.1 首 は) ヶっ) J うと ー咼 くき， J えた。 

前に もい う 通り、 小 泉 は 暖簾の ふるい 菓子屋で、 大 

名 屋敷 や 旗本 屋敷に si の 出入り 先 を 持って いた。 殊 

に 大名屋敷に 出入りして いるの は、 店の 名誉で も あり、 



分の 気が済まない というの である。 勿論お 安が 最初 か 

ら 素直に 承知した ので はない、 ^がる もの を 無理に 納 

得させた ので あるが、 ともかくも 承知して 万事 を 済ま 

せた 後、 今更 そんな こと を 言い出されて は 困る。 それ 

を甚 五郎に 取次いだ ところで、 どうに もなら ない 事 は 

判リ 切って いる。 あるいは 後ね だり をす るの かと 思つ 

て、 四 郎兵衛 はさら に 十両 か 十五 両の金 を やる といつ 

たが、 お 安は肯 かない。 自分の 方から 二 十両の 金 を 突 

きつけて、 どうしても 返して くれと 迫る のであった。 

それ は 無理 だと いろいろに 賺 しても 宥めても、 お 安 

は肯 かない。 かれは 顔色 を 変えて、 さながら 駄駄 ツ子 



まってい るの だから、 取 返せる もので はない。 しかし 

不思議な ことがある。 あれ を 描いた 絵師 はこの あいだ 

頓死 をした よ。 お 安に 執 殺された のかな ご 

絵師の 死 はお 安が 喜 多 屋を立 去った のちの 出来事で 

あるの を 知って、 四 郎兵衛 は 又もや Si 心な 心 持に なった。 

「今度 はお 互いの 番だ。 気をつけなければ なるまい 

よごと、 甚 五郎 はまた 笑った。 四 郎兵衛 は 笑っても い 

られ なかった。 

しかも その後に 何事 も 起らず、 四 郎兵衛 はお 夏と い 

う 娘 を 貰って 無事に 暮らして いた。 お 安の 消息 は 知れ 

なかった。 それが 足掛け 五 年 目の きょう、 思い も 寄ら 



今 じゃあす つかり 忘れて しまって、 うっかり 来たの が 

間違いでした ご 

「あした は 早朝に ここ を 発って 〔# 「発って」 は 底本で 

は 「発って 匕、 鎌 倉 を まわって 帰ろう よご 

「それに 限ります ご と、 義助も 言った。 

「早く 夜が 明ければ いいねえ ご と、 お 杉 は 言った。 

雨天なら ば あした も 逗留と いう 予定 を 変更して、 雨 

が 降ろう が、 風が 吹こう が、 あした は 早々 に 出発と 相 

談を 決めて、 三人 は ともかくも 枕に 就いた が、 雨の 音、 

海 の 音、 さなき だに 不安の 夢に しばしば 驚かされた。 



朝早くから 牛を牽 いて、 鎌 倉まで 出て 来ました のさ ご 

「おまえの 姪 は 茶店で も 出して いるの かえ ご 

「そうです よ。 よく 知っていな さるね ご 

男 は 思わず 振 返って、 牛の 上 をみ あげる と、 その 途 

端に、 牛 は 高く 吼 えた。 四 郎兵衛 は 物に おびえた よう 

に 身 を ふるわせて、 牛の 背から 突然に ころげ 落ちた。 

牛から 落ちた 話 を 聞かない と 男 は 言った が、 それ を 裏 

切る ように、 彼 は 真つ 逆さまに ころげ 落ちた ので ある _ 

馬と は 違って、 牛の 背 は 低い。 それから 地上に 落ちた 

ところで、 さした る 事 も あるまい と 思われる が、 四郎 

兵衛は そのまま 気絶して しま つ た。 



そそう 

のに、 どうして こんな 粗相 を 仕出かした のか。 まあ、 

どうぞ 勘弁して おくん なせえ ご 

お 杉 は 罪 ほろぼしの ような 心 持で、 この 男の 姪に 幾 

ら かの 療治 代で も 恵んで やりたかった が、 迂濶な こと 

をして 覚えられて は 悪い と 思い直して、 それ はやめた _ 

なんにも 知らないら しいかの 男 は、 詫びと 礼と を 繰 返 

して 言った。 

牛と 別れて、 二人 は ほっとした。 傷 寒で 死に かかつ 

ている というお 安の 魂が、 かの 牛に 乗りう つって 来た 

かと も 思われた からで ある。 二人 は 再び 不安に 襲われ 

ながら、 四 郎兵衛 の 駕籠 を 護って 金 沢へ 急いだ。 
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